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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯の崩出に対しては, 歯牙自体の発育とともに, 歯周組織の発育が相乗的にはたらき, さらに崩出後は
攻合機能に対応するような歯周組織の改修, 適合的修復が行なわれるものと考えられるが, その詳細につ
いてはなお不明の点が少なくない｡ 著者は歯小嚢, 歯槽骨を含めた歯周組織が歯の崩出, 攻合参加に至る
各発育期に適応してどのような変化をとげるかを組織学的に解明するため,ヒト胎児および小児,成人14例
について, 歯腔ならびに歯牙を含む上下顎骨について脱灰, 連続切片のヘマ トキシリン ･ エオジン染色,





2)乳歯, 永久歯ともに, 根端の形成が完了するまで歯髄, 菌根膜組織は歯腔期歯乳頭組織像を長 く保
持して, いわゆる歯髄歯根膜唾状体を構成する｡
3)歯根膜組織は歯腔が崩出期に近づ くにつれて, 線維束が急激に形成され, 歯腔が崩出して攻合機能
に関与するようになると, 線維束は歯頚部より根面に斜交するよう配列し, その配列変更は漸次根尖に及
ぶが根尖孔部は長 く幼弱形態を保持する｡ 攻合機能の増大に伴い線維束は漸次強大となり, 唆合機能に対
応するようその配列, 強度を増大する｡
4)原生セメント質は崩出開始の直前から急速に形成され, 崩出後攻合参加とともに漸次第2セメント
質の沈着が起こり, 根尖および根分岐問部に増大発育する｡
5)歯槽駕骨壁は崩出期においてほなお網眼状に纏絡する繊細な多数の節状孔を有する骨梁から形成さ
れているが, 崩出後攻合機能の増大とともに漸次撤密となり, その骨梁も始め不規則な網眼状を呈したも
のが, 漸次一定の方向に配列変えが行なわれ, 攻合圧に対応した構築学的配置に改修される0
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本論文は学術的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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